
高安ひろあき事務所　茨城県日立市多賀町4-1-19　TEL：0294-33-0615　FAX：0294-38-5522こちらまで皆さまからのご意見・ご要望をお待ちしています。

定例会レポート

　令和５年第３回定例会は、８月３１日から９月２６日まで２７日間の日程で開催しました。上程された
議案は令和５年度一般会計補正予算や条例、人事案件、その他の議案の計３５件です。委員会等で
の審議の結果、議員提出議案１件を除き賛成多数をもって原案可決・承認となりました。今定例会
で会派から提出した「教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書」並び
に「ＡＬＰＳ処理水の海洋放出による風評被害対策を求める意見書」の２件についても賛成多数に
より可決されました。今後、内閣総理大臣や関係大臣などに意見書の提出をおこないます。

X（旧Twitter）で 発信しています!
日々の政治活動や、皆様のお役に立つ行政情報などを発信しています。ぜひ、フォローをお願いします!

　9月8日に茨城県内に接近した台風13
号は、発達した雨雲となり線状降水帯に
よる記録的な大雨となりました。
　日立市では総雨量が282ミリと観測史
上最大の降水量となり、中小河川が溢
水し多くの家屋が浸水の被害を受けま
した。また県内では294箇所の土砂崩れ

が発生し、県道日立山方線など多くの
道路が通行止めになったことで、市民
生活にも大きな影響を及ぼしました。こ
れまで県北地域は台風などの災害が比
較的少ないとみられておりましたが、線
状降水帯などによる局所的な大雨では、
中・小河川による家屋等への浸水の

リスクがあることが改めて浮き彫りにな
りました。今定例会では災害対策費と
して約20億円の追加補正予算を計
上しましたが、今回の災害を教訓と
し引き続き防災・減災の強化に努
めてまいります。

今定例会では本会議での一般質問と営業戦略農林水産委員会で質疑をおこないました。
一般質問での主な質問と答弁を一部抜粋してご報告いたします。
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ト ラ イ

　ひたちなか地区においては、複数企業からの確実性の高い産業用地取得要望を踏まえ、現在常陸那珂工業団地の「第1期拡張
地区」の整備を推進しています。当地区については、第1期拡張地区の開発着手後も新たな引合があることから、企業が求めるスケ
ジュールに合わせて産業用地を迅速に提供できるよう、県施行による「第2期拡張地区」の開発を行います。

9月補正予算における事業（抜粋）

46億2,800万円予 算 額

ひたちなか地区土地造成事業

事業内容

１常陸那珂工業団地「第１期拡張地区」の整備推進
　（予算額：45億4,800万円）
　•必要な手続き等が順調に進捗し、対象地（国有地）を今年度
　　内に取得できる見込みとなったことから、用地取得を計上。
　•早期分譲が可能となるよう、用地取得後、直ちに着工するた
　　めの造成工事費を計上。
〈計画概要〉
所在地：ひたちなか市新光町地内（常陸那珂工業団地隣接地）
面　積：約23ha（分譲面積約22ha）
事業費：約68億円（地域開発事業債で対応）
事業期間：令和5年度～

２常陸那珂工業団地「第２期拡張地区」の開発着手
　（予算額：8,000万円）
　•第1期拡張地区と同様に国有地の利活用計画において産業
　　集積を図る区域として位置付けられていること、企業が求め
　　るスケジュールに合わせて産業用地を迅速に提供する必要
　　があること、常陸那珂工業団地の拡張となることなどから県
　　施行による工業団地の開発を行うにあたり、測量・設計費を
　　計上。
〈計画概要〉
所在地：ひたちなか市新光町地内（常陸那珂工業団地隣接地）
面　積：約38ha（分譲面積約34ha）
事業費：約102億円（地域開発事業債で対応）
事業期間：令和5年度～

新たな産業の創出と育成による県内経済の活性化について
ベンチャー企業の創出や育成について、これまでの取り組み
と成果、また今後どのように県内産業や地域経済の活性化に
つなげていくのかを伺う。
優れた技術シーズの発掘から事業化までを一貫して支援して
きた結果、ロボットにより製造業の人材不足を解決する企業や、
ハイテク産業に不可欠なレアメタルのリサイクルを行う企業など
が創業し、大型な資金調達を多数実現している。また、県北地
域においては、医療や宇宙などの成長分野の進出に意欲的な
企業間の連携強化に取り組んでおり、今後も固有の技術力を
有する県北のものづくり企業と独創的なアイデアを持つベン
チャー企業を交流させ、革新的な技術や製品の開発に向けた
新しい取引きを加速させ発展に繋げる。

質 問

知事

看護人材の確保と県内定着に向けた取り組みについて
看護職員の方々が継続して働き続ける環境づくりが大変重
要だと考えるが、県では、人材の確保と県内定着に向けた取
り組みをどう進めていくのか。
離職理由で最も多いのが「出産、子育てのため」であることか
ら、県では、約５０か所の病院内保育所に運営費補助を行
い、育児中の看護職員が安心して就業できる環境づくりを支
援している。再就業支援としては、県内５か所にナースセン
ター相談窓口および就職アドバイザーを配置しているほか、潜
在看護職員を対象とした最新の医療・看護に関する知識や
技術を学ぶ研修を行うなど、看護職員の定着促進や再就業
促進、養成促進や質の向上に総合的に取り組み、看護人材
をしっかり確保していきたい。

質 問

答弁

地球沸騰化時代における食を支えるための
農業の取り組みについて

気温が上昇し、収穫量の減少や害虫の増加など、農作物へ
多大な影響を及ぼしている。地球沸騰化と呼ばれる時代に
おいて、食を支える農業への取り組みについて伺う。
６月から８月の平均気温が、1898年の統計開始以来、最も高
くなるなど、温暖化の影響は身近な問題となり、本県の農作
物についても、その影響が顕在化している。近年の気温上
昇は、生産者の工夫だけでは乗り越えることが非常に困難に
なっていることから、県の農業研究機関である農業総合セン
ターにおいて、効率的かつ低コストで農業者が導入しやすい
技術の開発に取り組んでいる。また、つくば市にある国の農
業研究機関との連携も密にし、県だけでは解決が困難な課
題の解決に向けた共同研究も、取り組んでいく。

質 問

答弁

教育現場における人材確保および
教員の負担軽減に対する取り組みについて

次世代を担う子どもたちを育て、より充実した茨城県ならで
はの教育の実現に不可欠な教育現場における人材の確保
および教員の負担軽減に対する取り組みについて伺う。
「茨城県教員採用特設サイト」を設置し、現職教員のインタ
ビュー動画や本県の魅力を発信するなど、広報面も強化した
結果、昨年度の教員志願者は過去10年間で最多となった。教
員の負担軽減については、中央教育審議会の緊急提言にお
いて、「学校・教師が担う業務の適正化の一層の推進」などの
施策の方向性が打ち出され、県としても今後は国の方針を注
視するとともに、ICTを活用した業務の効率化や業務分担の
見直しを含め、教員が働きやすい環境となるような取り組みを
着実に進め、人材確保を図っていく。

質 問

答弁

茨城港のさらなる利活用について
茨城港のさらなる利活用を進め、選ばれる港になるために
は、効率的で信頼性の高い港をめざしていくことが重要であ
るが、今後どのように取り組んでいくのか。
港湾としての機能をより一層高めるため、岸壁やふ頭用地の
整備を進めるほか、防波堤の改良や航路・泊地の維持と強
化、また、カーボンニュートラルの実現に向けて次世代エネル
ギーの供給拠点の形成などの取り組みも進めている。一方、
「物流の2024年問題」の解決策として、トラック輸送から船舶
による輸送への切り替えが検討されており、地理的にも重要
性が高まっているとの考えから、港のPRを行うとともに「コンテ
ナ貨物集荷促進事業」による助成制度を活用し、航路誘致に
向けた取り組みも強化している。

質 問

答弁

田尻町での被災現場で流入した
土砂撤去作業をおこないました

営業戦略農林水産委員会での質疑

❶ 原油価格・物価高騰対策　   6億5,000万円
❷ 新型コロナウィルス感染症対策  20億100万円
❸ 県政の課題への対応等　　  5億8,000万円
❹ 社会資本の整備等　 　　   33億7,400万円
❺ 災害対策（追加補正）　　  20億8,400万円86億8,900万円

９月補正予算規模額



茨城デスティネーションキャンペーン
ハーフタイムHalf Time

テーマは、「アウトドア ・ 食 ・ 新たな旅のスタイル」 
茨城デスティネーションキャンペーンが始まります！
地域（県・市町村・観光事業者等）とJRグループ６社が一体となって、国内最大規模の観光キャンペーンを実施します。

神栖市域から長時間かけて鹿島特別支援学校に通学する児
童生徒の通学に係る心身の負担軽減を図るため、神栖市内に
特別支援学校を新設します。

400万円予 算 額

2,300万円予 算 額

•農業団地形成に適したエリアの選定と調査を行
　う市町村に対し、調査にかかる経費を助成
•加えて、地権者の合意形成をスムーズに進めるた
　めの地権者協議会の設置を支援

取組内容

高校生など若年層のデジタル技術の習得等と、茨
城県の魅力発信を図る目　　的

2億5,800万円予 算 額
•通学区域：神栖市
•学　　部：小学部、中学部、高等部
•規　　模：約150人・35学級
•設置場所：神栖市須田地内
　　　　　　（神栖市若松運動場隣接地）
•開校目標：2027年（令和9年）4月
•整備スケジュール：2023・2024年→設計・測量
　　　　　　　　　 2025・2026年→工事
　　　　　　　　　 2027年→開校
•総事業費：約40億円
　　　　　 （うち設計委託等：2億5,800万円）
•効　　果：最長通学距離・時間が半減
　　　　　  約40km・80分→約20km・40分

事業内容

　企業等を新たな担い手として捉え、本県農業への参入を推
進し、農業団地の形成を図るために、市町村と連携して農業団
地形成の候補となるエリアの選定と調査を行います。

（仮称）
神栖特別支援学校整備事業 新 規

新 規

新 規

　「日本一のメロン県」の地位を確固たるものとするため、贈答
用需要が高まる年末の出荷に新たにチャレンジするとともに、
海外マーケットに対応した残留農薬基準を満たす商品づくり
などの取り組みを支援します。

法人参入型
農業団地形成モデル事業

9月補正予算における事業（抜粋）

800万円予 算 額

　「eスポーツの拠点・茨城」のブランド化を図るため、高校生
など若年層を対象としたeスポーツソフトを用いたゲーム制作
講座等およびその成果を活用したeスポーツ大会を実施します。

いばらきeスポーツ
産業創造プロジェクト事業

事業内容

メロン産地
新市場開拓チャレンジ事業

事業内容

農業団地形成に意欲のある市町村
10/10
185万円以内/市町村
人件費
•地権者や耕作者の状況把握
•地権者の意向確認、地権者協議会設立の調整
　ボーリング調査費
•土質調査等

補助対象者
補  助  率
対象経費

事業内容

茨城県の魅力発信のため、
さまざまな体験型イベントを
用意していますので、皆さま
ぜひお越しください。

１ブランド強化に向けた生産・流通対策（1,000万円）
　•お歳暮需要への対応に向けた12月出荷メロンの生産技術
　　実証およびパッケージ開発
　•春メロンの付加価値を高める生産技術開発に向けた施設等
　　整備

1/2
農業用施設（ハウス）、非破壊糖度計

補  助  率
補助対象

２輸出拡大に向けた安定生産対策（1,300万円）
　•輸出先国（米国等）が求める残留農薬基準等に対応する生
　　産技術の実証
　•品質の安定化によるロス率低減に向けた生産施設の整備

1/2
農業用施設（ハウス）

補  助  率
補助対象 ※Epic Games社が販売・配信す

るオンラインのシューティング
ゲームで、アクションやバトルロ
イヤル、サンドボックスといった
異なるゲームジャンルのゲーム
モードを提供。

① Fortnite※クリエイティブモードを活用したゲーム制作講座の
　 実施
　•プロクリエイターによる、高校生などを対象としたFortniteク
　　リエイティブの体験講座を開催
② 茨城県をテーマとしたゲームマップ制作コンテストの開催
　•高校生などが、県の未来の姿等を表すゲームマップを　　
　　Fortniteクリエイティブモード等を活用し制作するコンテス
　　トを開催
③ ②のゲームマップを活用したeスポーツイベントの実施
　•上記コンテスト優秀作品に選ばれたゲームマップを活用し
　　た、eスポーツイベントを実施

フォートナイト

フォートナイト

フォートナイト

美味しさに着目した全国初の基準で厳選した「常陸牛  煌（きら
めき）」は、ダイヤのように希少で高貴な新ブランドとして誕生
し、9月から販売を開始しました。県内や首都圏の飲食店を対象
に販路開拓を進めるとともに、「常陸牛」全体の品質とブランド
向上を図ります。

新しい美味しさ、楽しさを、茨城から発信します！

新ブランド「常陸牛 煌（きらめき）」の販売をスタート

県内の漁業者、加工業者、流通業者、飲食店等により構成され
た「県産イセエビ消費拡大検討会」が、ロゴマーク・ブランド名
称「常陸乃国いせ海老」を決定・発表し、多くの反響をいただき
ました。今後も県内外の料理人・消費者へのPRを通して、認知
度向上や販路拡大を図っていきます。

大きな反響を呼んでいる「常陸乃国いせ海老」

世界的デジタルアート集団「チームラボ」が提供する常設展示場に、チームラボ監修の「グランピング施設」や「温浴施設」を併設。
体験王国いばらきの名にふさわしい「アート×自然×温泉による極上の癒し」空間が、北茨城市大津町（茨城県天心記念五浦美術
館まで徒歩5分）に令和6年8月オープン予定です。

常設型観光施設が、宿泊施設等立地促進事業で初の認定

●常陸牛  煌（きらめき）の認定基準
茨城県中央食肉公社において、常陸牛に刻印されたもののうち、下記
の基準を全て満たした常陸牛を新ブランドとして認定。
1. 茨城生まれ茨城育ち
2. 月齢：30カ月齢以上
3. 歩留等級：Ａ等級のみ

4. オレイン酸比率：55％以上
5. 小ザシ指数：110以上
    【ブランド基準化は全国初】

●常陸乃国いせ海老の認定基準
スタンダード基準
サイズ：600g以上
美しさ：触覚・眼が揃い
　　　 見栄えがするもの
荷　姿：活魚または冷凍

プレミアム基準（数量限定）
サイズ：1.0kg以上
美しさ：触覚・眼が揃い
　　　 見栄えがするもの
荷　姿：活魚のみ

【実施期間】 令和5年10月1日（日）～12月31日（日）
【茨城デスティネーションの主な取り組み】
特別企画の展開
地域・行政・JRが連携し250の体験企画を展開
　•夜の竜神湖をボートで探検する企画
　•ヘリコプターでの茨城大縦断ツアー
　•まんぷくトレイン等の特別列車の運行など

集中プロモーションの実施
　•全国JRグループ６社管内駅でのポスターの掲出・ガイドブックの設置
　•アニメ作品とのタイアップ企画の実施
　•ショート映画を活用したターゲティング広告等のWEBプロモーション

セレモニーイベントの開催
　•茨城デスティネーションオープニングセレモニー（10月1日）
　　JR水戸駅において、団体臨時列車「体験王国いばらき号」の出迎えおよび
　　キャンペーンの開始を周知するセレモニー等を開催
　•体験王国いばらきの“見本市”県庁プレイパーク（11月4日）
　　県内各地のアウトドア、アクティビティ、グルメ、eスポーツ等が茨城県庁に
　　集合する茨城デスティネーションの見本市となるイベントを開催

サブコピー
想像超えいばらき


